学力向上のためのワークシート活用例
ワークシートの活用例を５つ（Ａ～Ｅ）紹介します。子供の実態、授業や家庭学習のねらいなどに応じて御活用ください。
特に、このワークシートは、授業者が数値や問題などを子供の実態、授業や家庭学習のねらいに応じて変更できる点に大きな特徴があります。創意工夫して御利用ください。
Ａ　ワークシートの結果を授業改善に生かす方法
1 授業・単元のまとめの時間、10分～15分を活用してワークシートを解く。　　　　
2 模範解答を配布して子供に自己採点させ、自己評価カードに記入する。

3 授業者は、答案と自己評価カードを回収して、結果を分析する。

4 80点以下の割合が、（目安として）３割を超える場合は、特に授業改善が必要である。

5 ねらいや子供の実態に応じた授業になっていたかどうかを分析し、必要に応じて、もう一度やり直すことや補充指導などが求められる。
分析の観点
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ア、学習課題は明確であったか？

イ、学習過程は効果的であったか？

ウ、基礎・基本の内容を習得する授業になっていたか？
エ、思考力・判断力・表現力を育てる授業になっていたか？

オ、子供の学習意欲を引き出す授業であったか？

カ、子供の言語活動を意識した授業であったか？　など
6 その後の授業改善が効果的であったかどうか、数値や問題などを変更した新たなワークシートを作成し、再度、子供に解かせ確認をする。
Ｂ　ワークシートの数値や問題を変更して活用する方法
1 授業・単元のまとめの時間、10分～15分を活用してワークシートを解く。

2 模範解答を配布して子供に自己採点させ、自己評価カードに記入する。

3 授業者は、答案と自己評価カードを回収して、結果を分析する。

4 結果を80点以上と80点以下に分類する。子供の実態や授業のねらいに応じて、授業者が、数値や問題を変更したワークシートを数種類準備する。　
5 次時には、以下のことを実施する。
ア、ワークシートａ（80点以上）の場合は、数値や問題の難易度を上げ、基礎・基本の確実な定着などをねらいとして実施する。
イ、ワークシートｂ（80点以下）の場合は、数値や問題を解きやすくして、基礎・基本の内容を習得させることをねらいとして実施する。など
6 再び80点を超えない場合は、個別指導などで指導を繰り返す。
Ｃ　ワークシートを算数・外国語が不得意な子に活用する
　　　方法
1 授業・単元のまとめの時間、10分～15分を活用してワークシートを解く。

2 模範解答を配布して子供に自己採点させ、自己評価カードに記入する。

3 授業者は、答案と自己評価カードを回収して、結果を分析する。

4 80点以下の子供には、授業者が、ワークシートの数値や問題を解きやすく変更して、個に応じたワークシートを作成する。

5 授業のほか、放課後や休み時間など時間の確保を工夫する。そして基礎・基本の内容を習得させることをねらい、個に応じたワークシートを活用して個別指導を繰り返す。
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個人差があるので、前回の結果と比較して、できるようになったことを評価し励ます。
Ｄ　ワークシートを朝自習などで活用する方法
1 朝自習10分を活用してワークシートを解く。

2 模範解答を配布して子供に自己採点させ、自己評価カードに記入する。

3 授業者が、答案と自己評価カードを回収して、結果を分析する。

4 授業者が、ワークシートの数値や問題を子供の実態やねらいに応じて変更し、数種類準備する。

⑤ 子供は、自己評価の結果を分析しながら、自己目標に応じたワークシートを選択して解いていく。
ア、80点以上の子供で、定着した場合は、次の単元のワークシートに進む。
イ、80点以上の子供でも、定着をねらいたい場合は、同じ単元のワークシートで、数値や問題の難しいワークシートを解く。

ウ、80点以下の子供は、基礎・基本の内容の習得をねらって、同じ単元のワークシートで、数値や問題の易しいワークシートを解く。

エ、ウの子供へは、意欲を育てるために、ワークシートにヒントを加えるなど配慮することが大切である。
⑥　授業者は子供一人一人のワークシートの結果を蓄積し、計画的に頑張った点や伸びた点を見つける。それを面談や日々の声かけを通して伝え、自己肯定感などを育成する。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｅ　ワークシートを家庭学習で活用する方法
1 宿題として、ワークシートを配布する。
2 家庭には、子供のワークシートの見届けをお願いする。
家庭で
ア、家庭で採点し、解けない問題についてなぜ解けないかを話し合う。

イ、解けない問題は、先生や友達に聞けるようにする。　など
宿題を通して子どもとの会話を設け、次につながるように励ます。
3 授業の導入場面などで、できなかった問題の確認をする。

　ア、多くの子供が間違った問題や解けなかった問題を出し合い、確認
していく。

（ペア・小グループ・全体など実態やねらいに応じて工夫する。）
イ、個別指導の時間を確保して指導する。　など
4 授業者は子供の実態に応じて、ワークシートの数値や問題を変更して再度、家庭学習や授業で取り組む。
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自己評価カードの使い方例
ワークシートを効果的に使用していただくために、別紙「ワークシート自己評価カード記入例」を掲載します。子供が理解できたかどうか80点を目安として作成しました。活用のねらいや子供の実態に応じて、この「ワークシート自己評価カード」を創意工夫して御活用ください。

自己評価の目的は、学習者自身が得意な部分と苦手な部分、努力の形跡などを客観的に分析し、次に進む学習意欲や自己肯定感などを育てることにあります。
授業者は、子供の努力を認めながら、子供が自己肯定感などをもてるよう励まし続け、一歩ずつ学習内容を理解させることが大切です。
